回答期間：2026年7月1日 ～ 2026年8月31日

福岡市NPO・ボランティア交流センター「あすみん」登録団体アンケート（2026年度）

いつもあすみんをご利用いただきありがとうございます。本アンケートは、登録団体の皆様の活動実態を把握し、あすみんや市の事業・講座等に活かすことを目的として実施するものです。ご回答いただいた内容は、今後の運営や事業の参考とさせていただきます。 
※本調査への回答は任意ですが、趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願いいたします。

■所要時間：約10～15分

■回答にあたって
・特に指定のない質問については、回答日時点の状況でご回答ください。
・回答は統計的に処理し、団体名・個人名等を公開することはありません。

■回答方法二次元コード

[image: ]・フォームからもご回答いただけます。
〈フォームURL：https://business.form-mailer.jp/fms/9c5bfedb353367〉
・フォームへはあすみんホームページまたは右の二次元コードからアクセスできます。
※フォームからご回答いただく場合は、登録更新申請の前にご回答ください。

貴団体の概要についてご記入をお願いします。
回答日：　　　月　　　　日

回答は□に✓を入れてください。必要箇所では、枠内にご記入をお願いします。
	登録番号
	
	団体名
	

	記入者氏名
	
	連絡先
（TELまたはメール）
	

	法人設立時期
	年　　　月
	※法人は法人格取得時期、任意団体は設立時期をご記入ください

	組織形態
	□ 特定非営利活動法人　□ 認定・特例認定特定非営利活動法人
□ 任意団体　□ 一般社団法人　□ その他（　　　　　　　　　　　）

	代表者の年代
	□10代　□20代　□30代　□40代　□50代　□60代　□70代以上




《活動分野》
Q1-1．日頃から取り組んでいる活動の分野について、主な活動分野に該当するもの１つに○をつけてください。
1. 保健、医療又は福祉の増進を図る活動
2. 社会教育の推進を図る活動
3. まちづくりの推進を図る活動
4. 観光の振興を図る活動
5. 農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動
6. 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動
7. 環境の保全を図る活動
8. 災害救援活動
9. 地域安全活動
10. 人権の擁護又は平和の推進を図る活動
11. 国際協力の活動
12. 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動
13. 子どもの健全育成を図る活動
14. 情報化社会の発展を図る活動
15. 科学技術の振興を図る活動
16. 経済活動の活性化を図る活動
17. 職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動
18. 消費者の保護を図る活動
19. 前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動
20. 前各号に掲げる活動に準ずる活動として都道府県又は指定都市の条例で定める活動

《事業規模》
Q1-2．前年度の年間収入規模において、該当するもの１つに○をつけてください。
1. 
2

2. 0円
3. 0円超〜10万円以下
4. 10万円超〜100万円以下
5. 100万円超〜500万円以下
6. 500万円超〜1,000万円以下
7. 1,000万円超〜





《活動年数》
Q1-3．活動年数において、該当するもの１つに○をつけてください。
1. 
2. 1年未満
3. 1年以上5年未満
4. 5年以上10年未満
5. 10年以上

《職員数（常勤換算、有給・無給含む）》
Q1-4．貴団体の職員の規模について、最も近いもの1つに○をつけてください。
　　・週40時間働く職員を「1人」と換算してください。
・パート職員は勤務時間を合計して人数換算してください。
【計算方法】有給・無給を問わず、1週間の労働時間の合計を40で割って人数を算出します。
例）週40時間の職員が５人、週20時間の職員が2人の場合
40×5+20×2＝240時間→240÷40＝6（→6人）






1. いない（0人）
2. 1人未満（例：週20時間の職員が1人　など）
3. 1～2人（例：週40時間の職員が1人+週30時間の職員が1人　など）
4. 3～5人
5. 6人以上（　　　　人）
《職員数（常勤換算、有給のみ）》
Q1-5. Q1-4で回答した人数のうち、有給職員に該当する人数について、
同様の方法で算出し、最も近いもの1つに○をつけてください。
1. 
2. いない（0人）
3. 1人未満
4. 1～2人
5. 3～5人
6. 6人以上（　　　　人）

《会員・サポーター数》
Q1-6．前事業年度において、貴団体の事業活動に携わった会員・サポーターの人数において、該当するもの１つに○をつけてください。
1. 
2. 0 人
3. 1～49人
4. 50～199人
5. 200～499人
6. 500人以上

《主たる収入源》
Q1-7．主な収入源として、最も近いもの１つに○をつけてください。
1. 
2. 会費
3. 寄付
4. 助成金（民間）
5. 助成金（行政）
6. 料金収入
7. 委託（行政・企業）
8. その他（　　　　　　　　　　　　）
《現在の団体の活動ステージ》
Q2-1．貴団体の現在の状況として、最も近いもの１つに○をつけてください。
1. 
2. 立ち上げ前（これから始める）
3. 運営初期（活動しているが試行錯誤中）
4. 安定期（継続的に活動できている）
5. 拡大期（事業や連携を広げている）
6. 転換期（方向性や体制を見直している）
7. その他（　　　　　　　　　　　）


《この1年間での変化》
Q2-2．貴団体のこの1年間の変化として、最も近いもの１つに○をつけてください。
1. 成長した
2. 横ばい
3. 縮小した
理由：






《過去1年間のあすみん利用頻度》
Q3-1．過去1年間であすみんを利用した頻度として、最も近いもの１つに○をつけてください。
1. 
2. 月1回以上
3. 数か月に1回
4. 年に数回
5. 利用していない（Q4-1へ）

※Q3-1で「4．利用していない」を選んだ場合、以下のQ3-2～Q3-4は未回答で構いません。
《利用目的》
Q3-2．貴団体があすみんを利用する目的として、該当するものすべてに○をつけてください。

1. 貸室
2. ミーティングコーナー
3. 機材利用
4. 相談
5. 講座参加
6. 交流
7. その他（　　　　　　　　　　）

《あすみんの満足度》
Q3-3．あすみんの満足度として、該当するもの1つに○をつけてください。
1. 
2. 非常に満足
3. 満足
4. どちらともいえない
5. 不満
6. 非常に不満


《利用による効果》
Q3-4．貴団体があすみんを利用した効果として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. 情報収集が進んだ
2. 他団体との交流が生まれた
3. 連携につながった
4. 作業効率が上がった
5. 特にない
6. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

《あすみんの情報を得ている手段》
Q4-1．貴団体があすみんから配信される情報を得ている手段として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. 
2. ホームページ
3. メールマガジン
4. SNS
5. 情報コーナー（紙）

《あすみんの広報支援の利用状況》
Q4-2．貴団体があすみんの広報支援の利用状況として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. HP掲載
2. メルマガ掲載
3. チラシ配架
4. その他（例：ハジメのイッポ、ハローソーシャル）
5. 利用なし

《広報支援の効果》
Q4-3．貴団体があすみんの広報支援を利用して得られた効果として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. 
2. 参加者が増えた
3. 問い合わせが増えた
4. 寄付につながった
5. 連携につながった
6. 効果を感じていない
7. その他（例：SNSのフォロワーが増えた）





《自団体で行っている広報手段》
Q4-4．貴団体が普段、活用している広報手段として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. ホームページ
2. SNS　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. 紙媒体（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
4. 動画　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
6. 特に行っていない

《広報に関する課題》
Q4-5．貴団体における広報の課題として、該当するもの3つまでに○をつけてください。
1. 人手不足
2. 発信内容作成が難しい
3. 継続できない
4. 効果がわからない
5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
《過去1年間に利用・参加した事業》
Q5-1．あすみんが実施している講座・相談等の事業のうち、利用したことがあるものについて、該当するものすべてに○をつけてください。

（講座）
1. NPO入門
2. 基盤強化
3. 広報講座
（相談）
4. 市民活動相談
5. 会計・税務個別
6. 労務管理個別

（事業）
7. あすみん交流会
8. 新規登録団体交流会
9. 先輩NPOに聞いてみよう
10. あすみんステージ
11. あすみんミュージアム
12. SDGs勉強会
13. 学生ボランティアミーティング
14. グッドアクティビティフェスティバル
《満足度》
Q5-2．あすみんの講座・相談等の事業に参加・利用された満足度として、該当するもの1つに○をつけてください。

1. 

2. 非常に満足
3. 満足
4. どちらともいえない
5. 不満
6. 非常に不満

《参加による変化・成果》
Q5-3．あすみんの講座・相談等の事業に参加・利用されたことによる変化や成果として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. 
2

2. 知識向上
3. 業務改善
4. 助成金採択

5. 広報力向上
6. 他団体・企業・行政との連携につながった
7. 特に変化なし

《今後受講したいテーマ》
Q5-4．これから開催を期待する事業のテーマとして、該当するもの最大3つまでに○をつけてください。
1. 
2. 助成金申請
3. 効果的な広報
4. 他団体等との共働
5. 資金調達
6. 会計・労務
7. 人材募集や育成
8. ボランティア募集・管理
9. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

《過去1年間で特に役立ったもの》
Q6-1．昨年度、あすみんが実施する支援の中で貴団体にとって特に役立ったものとして、該当するものを最大2つまで選んで○をつけてください。
1. 
2. 講座
3. 個別相談（会計・労務含む）
4. 広報支援
5. 交流・マッチング
6. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


《役立った理由》
Q6-2．あすみんの事業が役に立った理由として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. 
2. 実務が改善した
3. 新規参加者（利用者・ボランティア）が増えた
4. 資金調達に寄与した
5. 連携が増えた
6. 団体内の合意形成が進んだ
7. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


《期待したが実現できなかったこと》
Q6-3．昨年度、貴団体が期待していたが実現できなかったこととして、該当するものを最大2つまで選んで○をつけてください。
1. 
2. 参加者増
3. 寄付・資金調達
4. 連携創出
5. 会計・労務の改善　
6. 発信体制の継続
7. 後継者確保
8. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）


《当面の課題》
Q7-1．貴団体が安定的な経営を行うに当たっての当面の課題は、どのようなものであると思いますか。特に重視するものを最大3つまで選んで○をつけてください。
1. 
2. 後継者不足
3. 人材確保・育成
4. 財源の確保
5. 事業拡充
6. 人脈・ネットワーク拡大
7. 運営力向上
8. 広報
9. 関係者への活動報告
10. 会計情報の開示
11. 事務負担・事務局体制
12. ＩＴ・デジタル活用
13. その他（　　　　　　　　　　　　　）


《ボランティアの協力状況》
Q7-2．貴団体のボランティアの協力状況として、最も近いもの１つに○をつけてください。
1. 
2. 継続的に得ている
3. 必要に応じて得ている
4. ほとんど得ていない
5. 得ていない（Q7-4へ）


※Q7-2で「4．得ていない」を選んだ場合、以下のQ7-3は未回答で構いません。
《ボランティアの協力を得て感じた効果》
Q7-3．貴団体がボランティアの協力を得て感じた効果として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. 
2. 新たな担い手獲得
3. 継続参加につながった
4. 団体の認知度向上
5. その他（　　　　　　　　　　　　　　）
6. 特にない


《ボランティア受入の課題》
Q7-4．貴団体がボランティアを受け入れるにあたっての課題として、該当するものを最大3つまで選んで○をつけてください。
1. 
2. 受入負担が大きい
3. 安全面の不安
4. ノウハウ不足
5. その他（　　　　　　　　　　　　　）


《現在連携している相手》
Q8-1．貴団体が現在、事業を進める上で連携している相手として、該当しているものすべてに○をつけてください。
1. 
2. 地域
3. 学校
4. 企業
5. 行政
6. 他NPO
7. 連携していない

《連携内容》
Q8-2．貴団体が連携している内容として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. 
2. 共同事業
3. ボランティア受入
4. 出前講座
5. 寄付・協賛
6. 情報発信協力
7. その他（　　　　　　　　　　　　　　）


《今後特に強化したい連携先》
Q8-3．貴団体が今後、連携を強化したいと考えている相手として、該当するものを最大2つまで選んで○をつけてください。
1. 
2. 地域
3. 学校
4. 企業
5. 行政
6. その他（　　　　　　　　　　　）
7. 特にない

《連携が進まない理由》
Q8-4．貴団体が他団体との連携が進まない理由として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. 
2. きっかけ不足
3. 人手不足
4. 調整負担
5. 相手ニーズ不明
6. その他（　　　　　　　　　　　　）
7. 必要性を感じていない


《実施して感じた効果》
Q8-5．貴団体が他団体と連携して感じた効果として、該当するものすべてに○をつけてください。
1. 
2. 新たな担い手獲得
3. 継続参加につながった
4. 団体の認知度向上
5. その他（　　　　　　　　　　　）
6. 特にない


《この1年間で新しく生まれた連携》
Q8-6．貴団体がこの1年間で新しく生まれた連携相手として、該当するものすべてに○をつけてください。

1. 
2. 地域
3. 学校
4. 企業
5. 行政
6. 他NPO
7. なし


《その連携のきっかけ》
Q8-7．上記の連携が生まれたきっかけとして、該当するもの1つに○をつけてください。また、その連携により生まれた成果を記載して下さい。
1. 
2. あすみんの交流会・紹介
3. 講座・相談での出会い
4. 自力での開拓
5. その他（　　　　　　　　　）

上記連携で生じた具体的成果：






《あすみんに求めること》
Q9-1．今後、あすみんに特に力を入れてほしいこととして、最も近いもの1つに○をつけてください。また、その内容について記載して下さい。
1. 
2. 講座
3. 交流事業（交流会・GAF）
4. 活動や運営についての個別相談
5. 団体間・外部とのマッチング
6. 広報支援　
7. 情報発信
8. 特にない
9. その他（　　　　　　　　　　　　　　）

上記の具体的な内容：









設問は以上です。多くの設問にご回答いただきありがとうございました。
＜登録団体アンケートに関するお問合せ＞
福岡市ＮＰＯ・ボランティア交流センター「あすみん」（担当：奥村）
〒810-0021福岡市中央区今泉1-19-22　天神クラス4階
TEL：092-724-4801　　FAX：092-724-4901　　メール：info@fnvc.jp
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